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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトの研究成果は理論的成果と実験経済学的成果の二つに分けられる。理論的成
果では(1)帰納的ゲーム理論の基礎となる動的論理の枠組みを提示した。また、主体の獲得する情報量の違いが意思決
定にどのような影響を与え、社会厚生がどのように変動するかを分析した。
　実験経済学的成果では、こうした理論研究の成果を資産取引実験に応用し、主体の経験・認識能力等から帰納的推論
を通じて、資産取引価格をどのように予想（期待）するかに関する分析を行った。その結果、取引相手の行動に関する
不確実性（戦略的不確実性）の影響が、論理能力テストで高い得点を得た被験者においてより大きくなることがわかっ
た。

研究成果の概要（英文）：The productions of this project are classified into either theoretical ones and ex
perimental economic ones. In theoretical productions, we propose a framework of dynamic logic for inductiv
e game theory. In addition, we study how the difference of information decision makers obtain makes an imp
act on decision making and how the social welfare varies.
 In experimental economic productions, we study how subjects expect asset prices through their experiences
 and cognitive abilities. This is an application of the theoretical products for experimental asset market
s. As a result, we found the subjects who get higher score in a cognitive ability test make a greater impa
ct on strategic uncertainty.
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１．研究開始当初の背景 
  近年ゲーム理論の帰納的アプローチが研
究され、その成果が報告されている。この背
景には、標準的ゲーム理論で想定される「ゲ
ームの状況に関する共通認識」がどのように
形成されるのか、またそもそもそのような共
通認識が達成されているのかということに
対する疑問に答える必要性からである。 
 Gilboa and Schmeidler (2002, Cambridge 
University Press)の「事例ベース意思決定理
論」や Kaneko and Kline (2008, Journal of 
Mathematical Economics)の「帰納的ゲーム
理論」はその代表的成果である。 
 ゲーム理論の帰納的アプローチでは、意思
決定の指針に経験を用いる。事例ベース意思
決定理論では、現在の状況を過去に経験した
事例と比較する。その比較を通じて現在の状
況と過去の経験との類似度が得られる。帰納
的ゲーム理論では、経験を情報として蓄積す
る。蓄積された経験と矛盾のない社会観を構
築することで、主体の直面する状況の認識を
描写する。 
 こうした近年発展しつつある帰納的アプ
ローチを体系化する理論を構築し、ゲーム理
論で重要な共通認識の形成及びそれが達成
されないときの意思決定に関する分析を行
うことが必要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、上述の帰納的アプローチを、
動的認識論理学を用いて定式化する。それに
よって、高次認識に焦点を当てた分析を可能
にする。 
 帰納的アプローチでは、経験を蓄積する主
体の記憶が明示的に定式化される。特に、帰
納的ゲーム理論では、主体が記憶から推論を
通じて社会観を構築する。こうした記憶や推
論の明示的な定式化は、標準的ゲーム理論で
は行われていない。 
 事実、実験等で得られた意思決定データの
分析は行動の帰結のみに注目して行われる。
まずパラメータを伴う行動モデルを提示し、
そのパラメータの調整によってデータを当
てはめる。強化学習や Quantal response 
equilibriumはその代表的モデルである。 
 このような分析は、人間の意思決定メカニ
ズムを解明するというよりも、むしろ認知的
側面を捨象し、個々の行動モデルの当てはま
り度を比較しているに過ぎない。意思決定メ
カニズムをより精緻に分析するために、認知
的側面を捨象しない手法を用いる必要があ
る。 
 帰納的アプローチを用いることで、その可
能性が現れる。先述のように、記憶や推論が
明示的に定式化されているからである。その
発展を通じて、これまでの実験・心理経済学
の知見を包括的に考察できる。 
 
本研究では、帰納的ゲーム理論を発展させ、
人間の認知メカニズムに基づく意思決定理

論を構築する。特にこれまで研究してきた不
確実性下の市場取引分析に応用し、その基礎
付けを与える。 
 
３．研究の方法 
 本研究を理論と実験の両側面から、以下の
二段階で研究を行う。第一段階で動的認識論
理学を用いて、帰納的アプローチに基づく意
思決定理論を構築する。このために、
Ishikawa (2005) における認識形成の分析を
拡張する。動的認識論理学を応用することで、
高次認識の分析を伴う認識形成の分析が可
能になる。第二段階で、その理論をもとに資
産価格取引実験を行うことで、実際のデータ
を収集し、それを説明する行動モデル構築の
ための礎とする。 
 
４．研究成果 
 本研究では、上述のように理論と実験の両
側面から研究を進めたため、成果も理論的成
果と実験経済学的成果の二つに分けられる。 
 理論的成果では(1)帰納的ゲーム理論の基
礎となる動的論理の枠組みを提示した。また、
(2)主体の獲得する情報量の違いが意思決定
にどのような影響を与え、社会厚生がどのよ
うに変動するかを分析した。 
 (1)については、以下の Figure 1 で示され
るような経験に基づく信念改訂理論を帰納
的ゲーム理論の概念と結びつけた。 

  Figure 1 では、個人の認識の状態(信念)
を B とし、経験 E を獲得することで新しい
信念 B’へと改訂する状況を示している。改訂
の際には、以前の信念から矛盾するものを削
除(e-contraction)したり、新しい経験を付
与(e-expansion)したり、新しい帰結を得る
(e-revision)という過程を辿る。 
 本研究では、e-revision を e-expansion と
e-contraction で表現する帰納的ゲーム理論
における Levi identity を示した。また主体
の限られた経験から、どのような推論が可能
になるかを示すことができ、Fujii, Y and R. 
Ishikawa (2013)として上梓した。 
 (2)の情報の生むと経済厚生に関しては、
一度意思決定をしたら、その決定を取り消す
ためにかなりの費用が生じることになる不
可逆的意思決定を不確実性下で分析した。 
  この枠組みでは、情報を獲得する前と後の
いずれかに意思決定を行うに状況を考えた。
情報を獲得する方がより適切な意思決定を
行えるが、意思決定を遅らせることで他者の
参入を招き、得られる利得が低くなる可能性
がある状況となっている。 



 このもとで情報がどのように提示される
ことが社会的厚生を上昇させるかを分析し
た。 
 結果として、他者の参入によって利得を分
配する際に、意思決定を先に行う方の分配が
低いときには、情報の存在が経済厚生を下げ
ることを示した。 
 実験経済学的成果では、これらの理論研究
の成果を資産取引実験に応用し、主体の経
験・認識能力等から帰納的推論を通じて、資
産取引価格をどのように予想（期待）するか
に関する分析を行った。その結果、取引相手
の行動に関する不確実性（戦略的不確実性）
の影響が、論理能力テストで高い得点を得た
被験者においてより大きくなることがわか
った。 
 このことは下記のグラフで確認できる。以
下 の グ ラ フ は Cognitive reflection 
test(CRT)とよばれる、被験者の論理能力を
計るテストによって分類したものである。
CRT Score は 0—3 点で分類されるもので、以
下では 1点以下の被験者と 3点の被験者の結
果のみを抽出している。 
 横 軸 は Relative absolute forecast 
deviation(RAFD)と呼ばれる、被験者が取引
前にどのような価格を予測し、どれくらい本
源的価値と乖離しているかの平均値を表す
指標である。0 に近いほど実際の価値と同じ
取引価格を予測していることを意味し、値が
大きくなることでその乖離が大きくなるこ
とを意味している。 
 下記のグラフは点線が、戦略的不確実性が
存在しないときの RAFD で、実線で示されて
いるのが、戦略的不確実性が存在する場合の
被験者の結果である。 
 この両者の比較によって、CRT の他の得点
ではあらわれていなかった統計的優位性が、
CRT Score =3 の場合にあらわれてくる。 
 

 これはすなわち、論理的能力が高い被験者
群では、戦略的不確実性の有無が取引価格の
予測の違いにあらわれるということを意味
している。 
 これは帰納的推論を行う際に、被験者の認
知能力の高さが重要であることを、資産取引
を通じて示したことになる。 
 今後はこの認知の違いを表現する行動モ
デルを構築することで、被験者の特徴を捉え
た分析が行えると考える。 
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